
「弥生会計との連携なし事業所」の作成、仕訳取込方法 

 

株式会社HAYAWAZA 

 

本資料では、弥生会計の連携機能を使用しないHAYAWAZAⅩの設定方法のご説明いたし

ます。 

 

 

手順： 

HAYAWAZAⅩを起動してメイン画面が表示されます。 

 

 

 

表示されたら「ツール」⇒「会計ソフトの選択」⇒「弥生会計（連携なし）」を選択します。 

選択するとウィンドウのタイトルに「弥生会計（連携なし）」と表示されます。 

 

これで弥生会計の連携機能が無効になりました。次は新規事業所の作成です。 

 

 

 

 



「新規事業所の作成」 

 

手順： 

「ファイル」⇒「事業所の新規作成」を選択します。 

 

 

選択すると以下の画面が表示されます。 

 

 

事業所情報を入力したら「次へ」を選択します。 

 

 

  



 

 

「管理者パスワードの設定」は特に設定しないで「次へ」を選択します。選択すると確認

画面が表示されます。 

 

 

 

内容が正しければ「登録する」を選択します。 

 

 

  



登録が完了したらこの事業所で使用する「銀行」と「Excel」のパターン数を設定します。 

 

パターン数を入力したら「設定する」を選択します。 

下記のように事業所を開くことができます。 

 

 

これで事業所を登録する作業は完了です。次は、弥生会計との連携がないので、マスタデ

ータ（勘定科目、補助科目、部門）の登録を行います。 

 

 

  



「マスタデータの登録」 

 

事前準備： 

HAYAWAZAⅩにマスタデータ（勘定科目、補助科目、部門）を登録する場合は、事前に

弥生会計でデータのエクスポートをする必要があります。 

 

注意：ここからは、弥生会計の画面の説明です 

 

弥生会計で「設定」⇒「科目設定」で画面を表示して「ファイル」⇒「エクスポート」を

選択すると以下の画面が表示されます。 

 

 

出力帳票で「勘定科目一覧表」と「補助科目一覧表」の２回選択して２つのファイルを保

存して下さい。 

 

部門の情報は、弥生会計で「設定」⇒「部門設定」で画面を表示して「ファイル」⇒「エ

クスポート」を選択すると以下の画面が表示されます。 

 

出力帳票で「部門一覧表」をファイルに保存して下さい。 

ここまで完了したら、次からの操作は、HAYAWAZAⅩで行います。 

 

 

 

 



注意：ここからは、HAYAWAZAⅩの画面の説明です 

 

手順： 

以下の画面でメニューの「設定」⇒「弥生会計マスタデータの登録」を選択します。 

 

 

以下の画面が表示されたら「勘定科目」⇒「補助科目」⇒「部門」の順で登録をします。 

まず、以下の画面に勘定科目のファイルをドロップします。 

 

 

ドロップすると以下の画面が表示されます。 

 

  



以下の画面でファイルの一覧をチェックすると下にプレビューが表示されます。 

 

ファイルの内容が問題なければ、「登録」ボタンを選択します。ボタンを選択すると確認画

面が表示されますので、「はい」を選択します。 

 

登録が完了したら下記の結果の画面が表示されます。 

 

 

 

「OK」ボタンを選択するとメイン画面に戻ります。 

再度、「補助科目」、「部門」に対しても同様の操作で登録をします。 

全ての登録が完了したら、HAYAWAZAⅩをご利用頂く準備は完了しました。 



 

注意： 

補助科目を登録する場合は、勘定科目のマスタを登録してから行ってください。 

 

 

この後は、銀行もしくは Excelのパターン登録を行ってコンバートを行って下さい。 

 

「仕訳の取り込み」 

HAYAWAZA Xで仕訳を書き出しますと仕訳ファイルを生成します。 

弥生会計で事業所を起動後、仕訳日記帳を開きます。 

「ファイル」→「インポート」を選択します。 

 

インポートファイル名に HAYAWAZA X で書き出しした仕訳ファイルを選択し、「OK」

ボタンをクリックすると仕訳データのインポートが開始されます。 

 

インポートが完了すると「インポートは正常に終了しました」という画面が表示されます。 

これで、インポートの処理は完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 


